
「一人一人の子供が
　　主語となる学校教育の実現をめざして」

令和７年度 学校教育指針

　紀の川市では、2021（令和３）年の中央教育審議会答申「令和の日本
型学校教育の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す個
別最適な学びと、協働的な学びの実現～」をうけ、「一人一人の子供
が主語となる学校教育の実現をめざして」をテーマに今年度もさまざ
まな取組を進めていきます。
　急激に変化する時代の中で、一人一人の子供が、自分のよさや可能
性を認識するとともに、さまざまな場面において主体的に考え、判断
し、自らの未来を切り拓いていく力を身につけていくことが求められ
ます。
　そして、このような力を育むことができる学校、子供たち一人一人
に寄り添い、強い信念をもって向き合うことができる学校づくりを進

めていかなければなりません。
　「一人一台端末やICT機器を有効活用した授業の実践」「学校図書館の利活用の促進」「ふ
るさと教育の充実」を継続的に取り組み、「授業改善プロジェクト」や「小学校教科担任制」
などの取組も推進していきます。
　「授業改善プロジェクト」では、子供たちが主体的に学ぶ授業づくりをめざして、研修や研
究授業・研究協議を充実させていきます。教職員も学習者の一人として、新しい知識技能の習
得に努め、日々の経験や他者から学んだことを、自分自身の学びへと深化させ、指導力、授業
力の向上につながるよう取り組んでいきます。　　　　
　「小学校教科担任制」は、教員が特定の教科研究に専念できることで専門性が高まり、子供
たちの学力向上につながること、複数の教員で子供たちを見守ることにより多面的な児童理解
ができること、指導形態などによる中１ギャップの解消が図れること等のメリットが考えられ
ます。各小学校の実情にあった教科担任制を実施し、子供たち一人一人のよさや可能性を見い
だし、伸ばしていけるよう努めます。
　紀の川市教育委員会は、学校・保護者・地域が連携体制を強めていけるよう協力、支援して
いきます。学校教育が全ての子供たち、そして、子供たちの学びを支える教職員にとってもウ
ェルビーイングを高め、実現できる場となるように、力を尽くしていきたいと考えています。

紀の川市教育委員会
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学校名 校　長 学級数
児童・生徒数

池田小学校

田中小学校

長田小学校

粉河小学校

竜門小学校

川原小学校

名手小学校

上名手小学校

麻生津小学校

安楽川小学校

調月小学校

丸栖小学校

西貴志小学校

中貴志小学校

東貴志小学校

打田中学校

仙　渓　分　校

粉河中学校

那賀中学校

荒川中学校

貴志川中学校

大堀　和美

三浦　正嗣

樋上　督夫

岡田  明彦

小栗由季子

榎戸　多恵

神藤　　香

淡路　宏昭

北山　力也

深田　昌良

上野　美幸

仲谷　俊哉

石丸　岳志

椿本　雅敏

山本　敏幸

三嶋　和哉

三嶋　和哉

舩津　真理

松下　裕充

杉本　和彦

山田　浩史

21学級
383名
23学級
484名
8学級
88名
12学級
208名
8学級
80名
5学級
38名
11学級
168名
5学級
26名
3学級
12名
17学級
252名

7学級

49名

8学級
119名
16学級
283名
13学級
263名
9学級
89名
17学級
385名
2学級
6名

11学級
236名
7学級
129名
9学級
161名
17学級
430名

児童生徒数は、令和７年４月１日現在

「一人一人の子供が主語となる学校をめざして」

令和6年度紀の川市立小中学校「瞳きらめく学校推進事業」の研究指定を受け、研究・実践に取り組んだ２校

紀の川市教育委員会

教育長　鍋田 泰延

主体的に考え、学びを深めることができる児童の育成
～自分の考えをもち、自分のことばで表現する授業の実践（支援教育の視点をもって）～

わかった・できたに喜びを感じ、自ら学ぶ児童の育成
～個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を目指して～

知・徳・体の調和のとれた児童の育成とともに、学びに向かう力を育てる

自ら考え、ともに学び、高め合う児童の育成
～探究的・体験的な活動を意識した授業づくりを目指して～

ふるさと竜門の大地を愛し、自ら学び、考え、行動する子どもを育てる
～よりよい学びを自ら選択できる子どもの育成～

自分の考えを持ち、表現できる児童の育成

主体的・対話的に学ぶ子どもの育成を目指して

一人一人が学ぶ楽しさや達成感を感じられる授業づくり
～協働的な学びによって深める授業～

主体的・意欲的に学び活動する児童の育成
～一人一人の個性や能力を伸ばす少人数教育の充実～

学ぶ楽しさ、分かる喜びが実感できる子どもの育成
～子どもの主体的・対話的な学びを通して～

主体的に学ぶ児童の育成
～各教科で話す聞く力を活かして、自主的に学習できる子供を育て、
単式・複式教育の充実を図る～

自らの成長を目指し、主体的に表現できる児童の育成
～学びを楽しむ子どもの姿を目指して～

自分の思いや考えを表現する力の育成
～読む活動を通した協働的な学びの実現～

一人一人が考えをもち、主体的・対話的なかかわりのある授業づくり
～各教科の専門性を生かして～

主体性と協調性を備え、自らの未来を拓き、たくましく生き抜く児童の育成

主体的に考え、表現し、朗らかに学び合う生徒の育成

「つかむ・考える・乗り越える」
自立支援の視点に立った授業のあり方～自己肯定感を高めることをめざして～

「いろいろな人の生き方や考え方に触れる道徳教育の充実（2年次）
　～多面的・多角的にとらえ、自ら生き方を探し学んでいく力を育てる～」

生徒一人一人に寄り添い、自主・自立をめざした教育の実践

生徒も先生も誰もが楽しめる学校づくり
「楽しい、分かる、できる」が実感できる授業の推進

『学習の体系化における「学習に向かうために必要な基礎的な知識・技能（4Ｒ）」
を意識し、基礎基本の習得を目指した生徒が主語となる指導方法の工夫改善』

粉河中学校粉河中学校 貴志川中学校貴志川中学校



グループで課題解決

栄養教諭による食育授業

支援をつなぐ「つなぎ愛シート」

紀の川市では、通級指導教
室として、竜門小学校、中
貴志小学校に「さぽーと教
室」、田中小学校に「こと
ばの教室」を設置し、子供
たちの学びに向かう力をサ
ポートしています。

仲間と力を合わせて

市健康推進課による「いのちの授業」
ボランティアさんによる読み聞かせ 研究協議

教育委員会学校訪問での公開授業・研究授業 外部講師による教員研修

Ｐ1

フリガナ 性　別

氏　　名

緊急連絡先①

緊急連絡先②

次回更新日

 種　　級

次回更新日

　　　 　級

次回更新日

在籍園（所） 園（所）長名

居住地
校区

校長名

支援機関：

支援内容：

支援期間：

支援機関：

支援内容：

支援期間：

生年月日

２  現在のお子さんの様子（得意なこと・頑張っていること、不安なことなど）

平成・令和 　　年　　 月交付

本人・保護
者の願い

１　学校生活への期待や成長への願い（こんな学校生活がしたい、こんな子供（大人）に育ってほしい、など）

担当者： 連絡先：

　

平成・令和 　　年　　 月交付

令和　　年　　月

備考

令和　　年度作成

　　平成　  　年　　  月　  　日生

令和　　年　　月

精神障害者保健福祉手帳

平成・令和 　　年　　 月交付

令和　　年　　月

つなぎ愛シート
【個別の教育支援計画】

【紀の川市教育委員会】

本　人

住　　所

フリガナ

保護者氏名

診 断 名
/特性等

療育手帳

身体障害者手帳

　（　　　　　　　　　　　　　　）～（　　　　　　　　　　　　　　　　）

医療 ・ 福祉
教育 ・ 労働

その他
(　             )

3　支援機関による支援

担当者：　 連絡先：

　

医療 ・ 福祉
教育 ・ 労働

その他
(　             )

　

　（　　　　　　　　　　　　　　）～（　　　　　　　　　　　　　　　　）

新入学生用

8日（月） 9日（火） 10日（水） 11日（木） 12日（金）

朝の活動

8:15～

8:40

1 学）先生の紹介
学）あいさつを
しよう

音）歌･手遊び
うたってなかよ
し

8:40～
音）歌･手遊び
うたってなかよ
し

国）おはなした
のしいな

国）おはなした
のしいな

9:25
国）おはなした
のしいな

体）きがえか
た

体）ならびか
た　ゲーム

2
体）ならびか
た

道）ようこそ
1年生

9:35～
体）ゆうぐで
あそぼう

10:20

3
算）どきどき
がっこう

算）どきどき
がっこう

10:35～

11:20 学）下校準備 学）下校準備 学）下校準備

4 下校指導 下校指導 下校指導

11:30～

12:15

給食

掃除

5

13:35～

14:20

生）教室探検
ロッカーの
使い方

（例）　　　　スタートカリキュラム　第　１　週

今週のテーマ
「はじめましてがっこ
う」
　
・1時間目は学年合
同で幼児教育でなじ
んだ活動を取り入
れ、学年の先生全員
（管理職や専科、養
護教諭や事務職員な
ども含めて）を自分
たちの先生として意
識させる。

《今週のなかよしタイ
ム》

･歌‥校歌､先生とお
ともだち
･体操‥コアキッズ体
操
・ゲーム‥じゃんけん
列車

今週の時数
国語　１
算数　1　１／３
生活　１　２／３
音楽　２／３
体育　１　２／３
図工　１
道徳　１
特活　3　１／３
行事　１

合計　１１　１/3

生）がっこう
だいすきあい
うえお
学校探検トイ
レ･傘立て靴
箱　等

（学）
今日から
1年生

(担任紹介）

入学式

○登校してきた子供から、自分の持

ち物の整理整頓を行う。 できた子供

から自由遊びをする。

モジュール（15

分）を取り入れ

集中してそれぞ

れの活動に取

り組めるように
なかよしたいむ

保･こ･幼の先生から教えてもら

いましょう

下校指導 支援体制

担任＋３名

園児さんたちとの交流会

小中学校のオンライン交流

ふるさと学習「町のすてきつたえ
たい」

地域の方に教わりながら米作り

地域の祭りの太鼓を継承
学校運営協議会委員と生徒会役
員の生徒による意見交換

サポーターさんたちに見守られて登下校

１年生スタートカリキュラム

プログラミングの授業
タブレットを使って個人思考中

一人一人の子
供に寄り添い、
力を伸ばす

人権教育や道徳教育の充実に努めるとともに、読書活動やさまざまな体験活
動を通じて子供たちの豊かな心を育みます。学校保健活動、体育的活動、食
育などの取組により、たくましい体づくりを推進します。

未来を担う児童生徒の豊かな成長と、ふるさとに愛着をもつ児童生徒を育む
ために学校運営協議会や地域の協力を得ながらさまざまな取組を進めます。

「小１プロブレム」「中１ギャップ」を解消するため、
スムーズな連携に向けた取組を進めます。保育所、こ
ども園、幼稚園と小学校の交流、小学校と中学校の授
業による交流や合同研修に取り組んでいきます。

障害者基本法、障害者差別解消法等の関連法改正が進み、インクルーシブ教
育システムの理念を踏まえた取組を行っています。
紀の川市では、平成26年度から早期支援コーディネーターを配置し、学校や
こども課とも連携、情報共有して就学前の子供たちの発達や小学校入学後の
支援体制を整えていきます。
また、学校では、子供たちが安心して学べる学習環境づくりと支援に努めます。

社会の変化が加速する中で、教員自身が専門職としてたゆみなく新たな知識
技能の習得に取り組み続けなければなりません。教員が、探究心をもちつつ
主体的に学び続ける姿勢は、子供たちのロールモデルとなります。
子供たちのための授業づくり、子供たちが主体となる授業づくりをめざして、
研究授業や研修に取り組みます。

「先生が教える授業」から「子供たちが学び取る授業」への転換が求められ
ます。学習指導要領を着実に実施し、子供たちの可能性を引き出す「個別最
適な学びと、協働的な学びの一体的な充実」をめざして、一人一台端末や
ICT機器も有効活用しながら授業改善を進めていきます。

「豊かな心」「たくましい体」の育成

確かな学力の向上

教員の指導力・授業力の向上

地域とともにある学校

幼児教育から義務教育への連携

特別支援教育の充実


